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岡田登貴『童舞抄』執筆の契機

『童舞抄』執筆の契機
下間少進と豊臣秀次の関係をめぐって

岡田登貴

Toki Okada

The Impetus for Writing Tobusho : 
According to the Relationship 
between Shoshin Shimotsuma  
and Hidetsugu Toyotomi

抄　録

下間少進（1551-1616）筆の『童舞抄』は現存する能型付のなかでも、まとまったものと
しては、最古の部類に属する。この型付は七十曲を収録し、慶長元年（1597）の識語を
持つ。書誌や内容については先行研究で触れられているが、執筆の契機や成立状況につ

いて詳細に述べたものはない。本稿では少進が文禄年間（1592-1596）に豊臣秀次の聚楽
第で頻繁に能を演じていること、また少進が、豊臣秀次の能の師匠とされていることに

着目し、『童舞抄』執筆の契機について考察する。

Summary

Written by Shoshin Shimotsuma (1551–1661), Tobusho is one of the oldest extant Noh texts 
describing predetermined acting forms. (This type of Noh book about choreography is called 
katatsuke). This katatsuke, Tobusho, contains 70 songs and a colophon dated 1597, the first year 
of the Keicho era. Although the bibliography and contents have been mentioned in previous 
research, no previous studies have provided details about the author’s impetus for writing the 
text and the circumstances of its production. Focusing on the facts that Shoshin frequently 
performed Noh at the Jurakudai (a palace in Hidetsugu Toyotomi) during the Bunroku era 
(1592–1596) and that Shoshin is regarded as Hidetsugu’s Noh master, this paper discusses the 
author’s impetus for writing Tobusho.
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はじめに

下間少進仲之〔天文二十（一五五一）― 元和二年（一六一六）〕*1筆の『童舞抄』は、現

存する能型付*2としては最初期のもので、上中下巻あわせて七十曲が収められており、

それぞれの曲ごとに、シテ、ワキの装束、舞台の進行とおおまかな型、演じる上での

注意が記されている。適宜能の詞章が引用されており、それらは概ね下掛系の詞章で

あるが、一部に上掛系の詞章もみられる。

『童舞抄』は、法政大学能楽研究所鴻山文庫に、下間少進家に伝来した豪華な装釘

の少進自筆と比定された上中下三冊本が現存し、慶長元年（一五九六）の識語がそな

わっている。ほかに複数の写本、整版本が伝来している。*3近代に至っては野々村戒三

氏の『金春十七部集』（一九三二）に翻刻が収録された。さらに第二次世界大戦後、法

政大学能楽研究所から『下間少進集』全三巻（一九七三一 九七六）が刊行され、『童舞
抄』の新翻刻はその第一巻に収められている。

『童舞抄』については、『下間少進集』（一）（二）解説における西野春雄氏・古川久氏

の研究が詳しく、また小田幸子氏の論文「能の演技と演出―装束付・型付をめぐる諸

問題」（一九八五）、籠谷眞智子氏の著書『芸能史のなかの本願寺』（二〇〇五）などで

も論じられている。少進の能型付けは「まとまったものとして最古」*5とされ、『童舞

抄』はこれら少進筆の型付のうち、最終形と位置づけられる。また『童舞抄』は先行

する少進の他の型付『岌廉江問日記』や『少進能伝書』と比して、ワキの装束や所作が

詳しく書かれており、全体的な能の流れがわかりやすくなっている。ただしシテの所

作については《白楽天》の項に「依難書伸略畢（書き伸べ難きにより略しおわんぬ）」と

あるなど、上記に似た文言で省略することが多く、初心者に対して能の概要を伝える

ことを目的とした型付であることが上記先行研究でも指摘されている。*5

このように内容から読み取れる特色についてはすでに詳しく研究されているが、

『童舞抄』が誰のために書かれたかという成立事情や、執筆の契機については当時の

記録類に基づく確定的な言及がなく、本稿では少進の上演記録『能之留帳』や豊臣秀

次側近の日記『駒井日記』を用い論考する。『童舞抄』の執筆の契機についての論考は、

*1 下間少進仲之は本願寺重役として法印位にあり、坊
官をつとめながら能を演じ、能型付・能伝書を執筆
した。名は頼之、仲康、仲孝などとも。法名は性乗。
本稿では「下間少進」または「少進」の呼称を用いる。

*2 能型付とは、能の登場人物の動きを書き記したもの
を言い、古くは仕舞付とも言われた。シテ方の型付
が多く知られているが、ワキ方、狂言方のものもあ
る。詞章とともにその詞章のときに行う動きを独特
の用語で書き記したものが多い。なお型付に書かれ
た「型」の内容は多岐にわたり、流儀により、個人に
より、時代により様々に変化するもの、また共通す
るものがある。なお型についての少進の考えを知る
ため、『童舞抄』の識語を引用すると、「仕舞（の型）
は一様にさだまらぬもの」であるが、「是（『童舞抄』
の内容）をしらざる人は、さだめて嘲弄あるべき歟」
とある。

*3  『下間少進集』（一）解説には『童舞抄』諸本につい

て詳細な研究があり、写本については野上記念法政
大学能楽研究所蔵本、彰考館蔵本、天理図書館蔵本、
吉川家本などが、版本については、宮内庁書陵部蔵
の刊行年不明上製本、法政大学鴻山文庫蔵の寛永九
年本と推定される本、法政大学能楽研究所蔵の正保
四年本などがあげられている。このほかの写本では、
少進から直接相伝を受けた秋田城介筆写本（東北大
学附属図書館蔵）、筆写年不明の関西大学附属図書館
蔵本などが確認されている。

*4 『下間少進集』（二）解説p272
*5 例えば古川久氏は『下間少進集』（二）の解説で ｢（他
の少進伝書と比し）意識的に記事を省略しているら
しい『童舞抄』が門弟への相伝を目的としている｣と、
少進自身のための型付ではないことを述べ、小田幸
子氏は『童舞抄』の性格を「（『安照仕舞付』と比して）
『観能手引書』的性格が濃厚」と述べる（｢能の演技と
演出 : 装束付・型付をめぐる諸問題｣一九八五）。
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安土桃山期から江戸初期にかけての能の変革期について、新たな視点を提供すること

になると考えるからである。

なお、本稿では『童舞抄』については法政大学鴻山文庫蔵少進自筆本を底本にした

『下間少進集』（一）（一九七三）所収の翻刻を、少進の上演記録『能之留帳』については

野上記念法政大学能楽研究所蔵少進自筆本（清書本）を底本にした『下間少進集』（三）

（一九七六）所収の翻刻を使用する。また、法政大学能楽研究所デジタルアーカイブに

公開されている両者の底本の写真も参照した。*6

また、従来の研究では、下間少進のような他に職業をもつ能役者のことを「素人能

役者」「手猿楽」と呼んできたが、現代ではこれらの用語に「専従の能役者より下位に

位置し、片手間に能を演ずる者」という意味が付着しているように思われるため、本

稿では四座の役者等、能に専従する者を「専従の能役者」、少進のように他に職業を

もちながら能を演ずる者を「非専従の能役者」と呼ぶことにする。

第一節  ある人の所望

まず、『童舞抄』下巻末尾に記された識語を引用する。

　右の三冊は、ある人の所望によりて、大綱を書顕畢。惣而、仕舞は一様にさだ

まらぬ事なれども、偏初心のため也。故に童舞抄と号。或は器の道をも、先達の

つたへをたづね、或は当世の功者のこと葉をひろひ、聊私にあらず。しかはあれ

ども、此道、あまたにながれもてゆけば、是をしらざる人は、さだめて嘲哢ある

べき歟。所詮可レ停二他見一者也。

　于時慶長元年居諸

　　　　下間少進法印

　　　　　仲孝　　（花押）（印）*7

（大意）

　右の三冊はある人の所望によって、おおまかなことを書きあらわしたものであ

る。だいたいにおいて、能の所作はひとつには定まらないものであるが、この書

はひとえに初心の人のためのものである。であるので『童舞抄』と名付けた。ある

いは「器の道」*8についても、先達の伝えきたことを尋ね、あるいは当世の巧者の

言葉を集めたもので、いささかも、私が勝手につくったものではない。であるが、

能の道は、多方向に流れていくので、先達の伝えや、当代の巧者の言葉を知らな

い者は、嘲られるであろう。所詮、他者に見せることは禁じる。

　時に慶長元年某日　　　　　　　　　　　　　下間少進法印　仲孝（花押）（印）

*6 『野上記念法政大学能楽研究所  能楽資料デジタル
アーカイブ』（https://nohken.ws.hosei.ac.jp/nohken_
material/htmls/index/）

 〔4．付〕『童舞抄』（上・中・下）、〔5．史料〕『能之留帳』
（一冊・二冊）

*7 『下間少進集』（一）p158

*8 『易経』繫辞伝の「形而上これを道と謂い、形而下こ
れを器と謂う」に基づくか。目に見える「器（＝現象）」
は目に見えない「道（＝法則）」によって形作られる
とする考え方である。少進がこの識語で「器の道」と
いうとき、「能の演技（という現象）を形作る法則」
を意味していると考える。
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なお慶長への改元は文禄五年（一五九六）十月二十七日で、慶長元年はわずか二ヶ

月ほどである。したがってこの識語は慶長元年十月二十七日以降年末までのあいだに

書かれたことになる。

さて、ここに書かれた「ある人の所望」というのは、だれの所望なのか。このこと

を考察することによって『童舞抄』の成立事情が明らかになると考える。*9そのために

は、慶長元年までの数年間における少進の演能状況を見なければならない。

幸いにして少進は詳細な演能記録『能之留帳』を残している。次節では、『能之留

帳』の記述を中心にこの識語の書かれた慶長元年までに、少進がどのような状況で能

の上演をしてきたかを見てゆきたい。

第二節  下間少進と豊臣秀次

第二節（1）  『能之留帳』にあらわれる「聚楽」

『能之留帳』は少進が天正十六年（一五八八）、大坂天満の自邸に舞台を披いたとき

から、少進の死の前年元和元年（一六一五）までの間、少進の手によって書き継がれ

た克明な演能記録であり、少進自身が演じた曲はもとより、少進が演じたのと同じ日

に四座の大夫や春日大夫ら専従の役者や、武家・本願寺家臣などの非専従の役者に

よって演じられた能の曲名とその演者名が書かれたものである。演者名はほとんどが

シテのみであるが、ツレ、ワキ、囃子方の名が挙げられるものもある。記録された能

の番数は手元の集計で、延べ二千四百八十四番にのぼる。うち少進所演曲（ツレを含

む）は千百六十七番である。

『能之留帳』が書き始められた天正十六年から本願寺が京都に移転する天正十九年

にかけては、大坂天満にあった本願寺門主の居所や少進自邸での上演記録が中心であ

る。*10そんななか、天正十八年九月十九日条には、次のような記述がみられる。*11

　九月十九日　毛利輝元於二聚楽一御成之翌日之時、俄太閤様法印ニ能仕候へと御

使アリていたし候

　（大意）

　九月十九日　聚楽第近くの毛利輝元邸に御成があった翌日、俄に太閤様より少

進に能を上演せよというお使いがあり、上演した。

これは、『能之留帳』における「聚楽」初出箇所である。太閤は豊臣秀吉、毛利輝元

邸へ御成の時の記録である。ただし、この日の能は聚楽第での上演ではなく、毛利輝

元が京都の自邸で能を催したおりに、主賓である秀吉の所望で少進がよばれ、《湯谷

（熊野）》《自然居士》を舞ったという記事である。*12

*9 「ある人」がなにを所望したかについてもここで確認
しておく。『童舞抄』識語に「偏初心のため也」とあ
るとおり、初心の人が心得ておくべき内容を書いた
型付を所望したのだと考える。

*10 しかしながら、大谷刑少輔（吉継）・安威五左衛門（了
佐）らの邸での上演も散見され、この時期すでに少進
は豊臣家臣に招かれて能を行っていたことがわかる。

*11 なお引用文の「於聚楽」は、聚楽第に近接した毛利邸を
指す。

*12 天正十八年九月十八日、十九日の毛利輝元邸への豊
臣秀吉御成は、『天正十八年毛利御成記』等に詳細な
記録がある。この両日の饗応能については天野文雄
氏『能に憑かれた権力者　秀吉能楽愛好記』p55に詳
しい。
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これ以降天正末から文禄年間を通して『能之留帳』には、武家の名が多く見られる

ようになり、また秀次の居所である聚楽第での上演も増えていく。これを籠谷真知子

は『芸能史のなかの本願寺』のなかで｢まさに（少進の）聚楽時代｣と表現する。*3次項で

はこの「聚楽」に着目し、天正末から『童舞抄』識語の慶長元年までの聚楽第、および

秀次に関係する演能の状況を確認する。

第二節（2）  天正二十年四月十五日　前田玄以邸での演能

『童舞抄』天正二十年（一五九二　この年十二月文禄に改元）四月十五日条に ｢関白

殿玄以法印へ御成之時」の記事がある。ここでいう関白殿は、前年天正十九年十二月

に関白に任じられた豊臣秀次〔永禄十一（一五六八）― 文禄四年（一五九五）〕である。
また玄以法印とは当時の京都所司代、のちに豊臣政権の五奉行のうちの一人となった

前田玄以〔天文八（一五三九）― 慶長七年（一六〇二）〕である。この日前田玄以が自
邸で秀次を饗応した能は、春日三郎四郎*14が《翁》を勤め、脇能《白髭》と修羅能《真

盛（実盛）》を本願寺にも出仕していた春日大夫がつとめた。そのあと少進が《井幹（井

筒）》《自然居士》、続いて春日大夫が《山姥》、少進が《関寺小町》《道成寺》《松風》を

演じ、《紅葉狩》春日、《二人静》少進、《鵺》春日、《猩々乱》少進、《烏頭（善知鳥）》

春日、《三輪》少進、《高砂キリ》春日と交互に演じている。

この日少進が演じた《関寺小町》は、観世流小鼓方観世勝右衛門元信〔慶長六

（一六〇一）― 寛文六年（一六六一）〕が祖先から伝来の書や伝聞をもとに書いた『近代
四座役者目録』下間少進条に次のように書かれたものに違いない。*15

　秀次關白殿、關寺ヲ所望被成ル。近代ハ今春セズ。師匠ナキニヨリ、是ハ知ラ

ヌト被申ル。關白殿、道智・道叱、又ハ一噌ナドヽ兎角談合シ、致サレヨ、ト被

仰付、些談合シテ、サテ被仕ル、此關寺、道智ト道叱被打候也。

　（大意）

　関白秀次が関寺小町を所望されたが、近頃金春では上演がたえている。師匠が

ないので、この能は知りませんと少進は申された。関白は囃子方の道知・道叱・

一噲らと相談して上演せよと仰せられたので、少し相談して上演した。この関寺

は道知と道叱が鼓を打った。

『能之留帳』天正二十年四月十五日条には、《関寺小町》の曲名の下に「大　道知／

小　又二郎」と書かれている。大鼓がのちに大倉流となる家の大蔵道知であり、*16小鼓

が同じく観世流の観世又次郎道叱、また同じ日の他の演目に「笛　一噲」とあるのが

備中屋一噲で、『近代四座役者目録』の記載と一致する。

*13 『芸能史のなかの本願寺』p167
*14 三郎四郎は『能之留帳』において春日大夫とともに
能の出演記録がある。慶長十二年霜月十五日条には、
「春日三郎四郎」と記載されている。能勢朝次氏の『能
楽源流考』p586「春日座の人々」にもこの条がひか
れ、「三郎四郎は道育の子で（天正期の）春日大夫の
弟に相当する者ではないか」と推察されている。

*15 引用は『改訂増補　校本　四座役者目録』p147より。
底本は法政大学能楽研究所観世新九郎家文庫に蔵さ
れており法政大学能楽研究所デジタルアーカイブで
も公開されている、なおこの記述は野々村戒三氏を
はじめ多くの先行研究で言及されている。

*16 大倉流は小鼓の流儀として江戸初期に成立するが、
道知はこのとき大鼓を打った。
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*17  『改訂増補　校本　四座役者目録』p76
*18 『改訂増補　校本　四座役者目録』p76
*19 『義演准后日記』慶長十年九月二十一日条には少進を

指して「当世名誉ノ大夫也」という表現がみられる。
（酒井信彦校訂『義演准后日記』（四）p72）

また、『近代四座役者目録』｢近代観世方小鼓撃之事｣ に、秀次が前田玄以居所で能

をみたおりのエピソードが載っている。*17これは『能之留帳』天正二十年四月十五日条

と演目、出演者が一致し、この時の能組についての記述である。

この日の演目は《道成寺》《関寺小町》《猩々乱》などの大曲がならぶ。現在では考え

られない秘曲・大曲の能組である。このような能組は当時にあっても異例であったら

しく、『近代四座役者目録』筆者の観世庄右衛門元信も「一日ノ仲ニ、カ様ニ秘事ニス

ル事有リタル例モナキ事故、爰ニアラマシ書置也」*18と書くほどである。

また秀次はこの日の能で、《白鬚》に｢流シ八頭｣、《井筒》に｢平調返｣という特殊な

奏法を所望したと『近代四座役者目録』に書かれている。秀次は、前年の天正十九年

十二月に二十四歳で関白という高位にのぼり、能の上演においても無理が言える立場

となったことから、このような異例の能組や奏法を所望したと思われる。そして、そ

のおりにシテとして選んだのが、春日大夫とともに本願寺の大夫として名を知られて

いた下間少進であった。*19

このあと、秀次と少進の関係はより密接となる。上記の玄以法印邸での演能のあ

と、天正二十年七月五日に ｢聚楽関白様ニて｣ 金剛大夫や春日大夫と能を舞ったのを

皮切りに、聚楽第など秀次周辺での少進の演能が増えていく。

第二節（3）  文禄年間の少進と秀次

引き続き『能之留帳』の記録を少進と秀次の関係を中心に見ていきたい。天正から

改元された文禄二年（一五九三）四月十七日、少進は「聚楽関白様山里にて」能を演じ

る。この日の能では関白秀次自身も《井筒》《源氏供養》《女郎花》の三番を舞っている。

四月二十六日、五月二十二日も聚楽の「関白様（秀次）」の居所で能があり、いずれも

少進、秀次ともに数番舞っている。

このあと少進は、十月二十九日、十一月七日、十一月二十五日、十二月三日と立て

続けに秀次の前で上演し、そのいずれの日も秀次自身能を舞っている。十二月三日の

能は前田玄以邸で行われたが、この時は秀次が《関寺小町》を舞った。

翌文禄三年は、二月四日大坂城西丸、二月二十二日聚楽第、三月三日大和の豊臣秀

保（秀次の弟）居所にて、少進・秀次ともに能を舞う。四月十五日、同十六日、九月

（日付不明）、十一月二日にも聚楽第において両者ともに舞っている。

さらに、十一月十二日には ｢尾州清須舞台にて｣ 秀次・少進の能上演がある。同

十三日も清洲、十二月四日は遠江横須賀、同七日浜松、同八日吉田と関東各地で、秀

次と少進が能を上演している。少進は関東に下向した秀次に随従し能を舞う関係に

なっている。

翌文禄四年三月二十六日は ｢聚楽関白様少煩候を、加賀大納言殿（前田利家）其外

御見廻候時、俄ニ御所望也｣ と『能之留帳』にあり、宝生大夫、金剛大夫とともに、

少進も四番舞っている。にわかに能を所望されてもすぐにかけつけられるほどの心理

的親しさがあったことが伺えよう。四月二日はまた加賀大納言の所望で聚楽第におい
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*20 引用は藤田恒春　校訂『増補　駒井日記』より。
 なお【3】末尾「金剛・宝生・鷺・又次郎なとハ御扶
持人ニ付而不被下也」という記述からは、金剛大夫・
宝生大夫らは、秀次自身の扶持をすでに受けていた
と読み取れる。したがって【1】の「是ハ預リの衆ゟ
被下候」と秀吉によって書かれた「預リの衆」とは、
金剛・宝生らに扶持を与えていた秀次のことかもし
れない。

 また【3】の（※）部分で略した役者名を以下にあげる。

（※春日ら十二人列記）春日・三郎四郎・（金剛）猪
右衛門・春藤・（大蔵）弥右衛門・ふくわう（福王神
右衛門）・（幸）五郎次郎・（大蔵）平蔵・（津田）右兵衛・
樋口甚六・進藤・清七　（※虎屋隆巴ら十九人列記）
弥右衛門子甚六・小鷺・京衆松斎・りうは（虎屋立巴）・
りうこん・ゆあさ・ほしか・ゆうくわ・小四郎・弥市・
又五郎（幸阿弥）・（紺屋）与五郎・喜兵衛・ひノの弥蔵・
七條衆（※以下「七條衆」の五名）庄又右衛門・六兵衛・
采女・八兵衛・藤八

て少進が六番を舞い、四月十二日秀次の徳長法印へ御成りのとき、五月十六日浅野弾

正への御成りのときも少進は秀次とともに能を舞っている。

なお、文禄二年に肥前名護屋で能を舞うことにめざめた秀吉も、この時期少進に自

身の能を見せている。『能之留帳』文禄四年五月二十一日条に、「ふしミ城従二太閤様一

法印（少進）めして、致二見物一悪所を可二申上一候御意にて、正面ニて見物いたし候」

とあるように、秀吉は伏見城に少進を呼び出し、自身の能の悪い所を指摘するよう申

付けたのである。また四日後の五月二十四日も秀吉の居所で能があり、この日は秀次

も《江口》《当麻》の二番を舞う。秀次の『能之留帳』への登場はこれが最後になる。同

年七月秀次は秀吉に対する謀反の嫌疑をはらすため伏見の秀吉のもとに向かったが会

う事を拒まれ、七月十五日に高野山で切腹して果てたからである。

このように、『童舞抄』識語が書かれた慶長元年（文禄五年）の前年まで少進は頻繁

に秀次と能を舞っていた。

第三節  豊臣秀次と能役者

第三節（1）  秀次から能役者への扶助

豊臣秀次は秀吉の甥にあたり、幼少の頃は浅井長政の家臣宮部氏の養子になり、次

に三好氏の養子になったが、天正十三年（一五八五）、男子鶴松を失った秀吉の後継

者となり、近江に八幡城を築き、天正十四年（一五八六）十九歳で豊臣姓を与えられ

ている。

本節では秀次が能役者へ扶助や下物を行った例を秀次側近の駒井重勝による政務日

記『駒井日記』（『改訂増補　駒井日記』所載）から抜粋し別枠にあげる。なお「※」は

本稿筆者による注である。*20

【1】は、秀吉が初めて四座の役者に配当米を下したという有名な記録である。ただ
し、これは秀吉の手紙を駒井が写した続きにあるので、秀次自身の意思で扶持を下し

たというものではないだろう。しかし次の【2】【3】は秀次自身の意思で扶助を与えた
ものと考えられる。

さて、【3】の『駒井日記』文禄三年四月十六日条の能は、先述した少進の『能之留帳』
同日条の「聚楽関白様ニて」の能と演者も重なっており同一の催しである。

ここで注目したいのは、少進はこの日の能に出演しているにもかかわらず、下物の

対象にはなっていない点である。少進は、下物の対象となっている「御能役者猿楽」

とはまた別の存在と認識されていたのではないだろうか。
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第三節（2）　「秀次公ノ御師匠ハ少進也」

『駒井日記』には前述のように秀次が四座の役者や春日大夫などの能の専従者、ま

た虎屋隆巴など非専従者に扶持や下物を与えた記録が残るのだが、少進に関しては以

下の例がみられる。

【4】文禄四年四月四日条

一　八木（イ米）弐百石少進ニ被下

文禄四年四月四日、少進に米二百石が下されている。二百石といえば【1】で観世に
下された石高と同じで、単純に現在の米の小売価格に換算すると一千万円を超える。

本願寺から少進が禄を受け取った記録は管見に入らないが、少進は本願寺の重役で坊

官の職にあったから、当然本願寺からは決まった報酬を受けていただろう。この「米

二百石」を秀次が少進に下したという記録は、本願寺の家臣でありながら関白秀次か

らも報酬を得ていたことを示していて注目される。

なお、文禄四年四月四日は、第二節（3）にもあげた同年三月二十六日少進が俄に所
望されて舞った前田利家秀次病気見舞の能、四月二日聚楽第で利家が催し少進も出演

した能の直後である。少進は前田利家の弟前田秀継の娘を妻としており利家とは姻戚

【1】文禄二年閏九月十六日条
一座のものともニ御はいたう被下候
一　こうんかう（※金剛）千石
一　ほうしやう（※宝生）千石　是ハ預リの衆ゟ被下候
一　くハんせ（※観世）・こん春（※金春）さハなく候と京ニ而被下候、金春おやこに
四百石
　くハんせにハ弐百石被下候

【2】文禄三年四月八日条
　（ ※同日「太閤様従施薬院、羽柴筑前へ式正御成」の時、能があり金春親子、観世、金剛、宝生が

出演）

一　右何茂大夫并座之者共小袖一重宛公用三百貫遣之

【3】文禄三年四月十六日条
　（ ※同日「聚楽ニ而御能有之」とあり、下にあげた条の五条前に番組が書かれている。春日、織田

信雄、豊臣秀次、立花宗重、下間少進、細川忠興、金春子（氏勝か）が出演している）

一　御能役者猿楽共ニ被下物之覚
（※春日ら十二人列記）上之分已上拾弐人　五貫宛
（※虎屋隆巴ら十九人列記）中之分已上拾九人　三貫宛
　右之者共ニ合百拾七貫被下
　此外樋口・春日など御小袖銀子なと被下
　右之外金剛・宝生・鷺・又次郎なとハ御扶持人ニ付而不被下也
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*21 この娘は実の両親を天正十三年（一五八五）の地震
で亡くしており、前田利家が後見し少進に嫁がせた
と考える。なお下間少進五男仲此（幼名源五）はこの
前田秀継の娘が産んだ最初の子であり、生年は慶長
九年（一六〇四）である（『下間系図』等）。秀継娘が
初子を三十歳までに生んだとすれば生年の上限は天
正二年（一五七四）頃、下限は両親の没年天正十三年
（一五八五）である。少進との結婚がいつかは分明で
はないが、文禄四年（一五九五）時点で結婚していた
可能性も否めない。

*22 『能之留帳』によれば、「井筒」の上に ｢上｣ とあり、
これは関白秀次がシテであることを表すが、曲の下
には ｢大夫　法印（少進）／大　道知／小　理庵／笛
　一噌｣とも書かれ混乱している。

*23 天野文雄氏『能に憑かれた権力者』p271巻末年表に
も「秀次の能の初見」とある。

*24 秀次は天正十二年時点で金剛大夫を伴っていた（『岩
波講座　能・狂言』p86）というが、能を習っていた
かは明らかではない。

*25 『下間少進集』（二）解説p272
*26 『能之留帳』以前に少進が能を舞っていたことは、本
願寺の記録や、金春岌蓮からの相伝（『岌蓮江問日記』
の年記は天正十年以前）によってあきらかで、これ
ら七曲を少進が舞ったことがないとは言えない。ま
た秀次没の翌年文禄五年（慶長元年）には、七曲のう
ち《賀茂》《鸕鷀（鵜羽）》《兼平》《鵼（鵺）》《芭蕉》の
五曲を演じている。

*27 ただし『童舞抄』所載の七十曲のうち、秀次の所演が
確認できない曲が三十一曲ある。これらが『童舞抄』
に収められた理由を含め、七十曲選定の根拠を考察
することが今後の課題である。

関係がある。*21この時点で姻戚関係が成立していたかは不明だが、この下物について、

前田利家がなんらかの口添えをした可能性も考えられる。

さて、先述のとおり秀次は文禄二年四月十七日に《井筒》*22《源氏供養》《女郎花》を

舞っている。これは現在知られるかぎり、秀次が能を舞った最初の記録である。*23こ

れは天正二十年四月十五日に秀次が少進の《関寺小町》を見てから一年ほど後である。

秀次がいつから能の稽古を始めたのかについての資料は管見に入らないが、*24『近代

四座役者目録』少進条に「秀次公ノ御師匠ハ少進也」とあることから、天正二十年に

少進の能を見て以降、少進に能を習い始めたと考えるのが自然だろう。

第四節  「ある人の所望」とは誰の所望か

第四節（1）  秀次所演曲・少進所演曲と『童舞抄』、ならびに『能之留帳』に記された「有人」

ここで『能之留帳』に記録された秀次所演曲と『童舞抄』に収められた七十曲の能

との関連を見る。秀次の演じた全四十曲（八十三番）のうち、《東岸居士》を除く実に

三十九曲が『童舞抄』に収められている。特に秘曲《関寺小町》が収められていること

が注目される。なお、古川久氏は『下間少進集』（二）解説において、『童舞抄』に先行

する少進筆の型付『少進能伝書』について、この型付は、秀次または少進の子の源五

にあてて書かれたのではないかと考察している。*25『少進能伝書』掲載曲五十三曲中秀

次所演曲は三十曲であり、その三十曲はすべて『童舞抄』に含まれている。

次に少進の所演曲と『童舞抄』掲載曲の関係を見ていきたい。『童舞抄』掲載曲のな

かには、秀次没の文禄四年までに少進の演じていない曲が二十曲ある。この二十曲の

なかに、秀次所演曲の七曲《賀茂》《鸕鷀（鵜羽）》《兼平》《朝長》《鵼（鵺）》《芭蕉》《鞍
馬天狗》が含まれることに着目したい。*26少進が舞わなかった曲であっても、『童舞抄』

に掲載するというのは、それらが秀次の上演した曲であるからではないだろうか。ま

た『童舞抄』には秀次没までに少進が舞った曲のうち六曲、《岩船》《張良》《鉄輪》《吉

野静》《紅葉狩》《春日龍神》が載せられていない。以上から、少進が秀次に伝授した

曲を中心にまとめたのが『童舞抄』であると推察する。*27
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また少進が秀次没後に能を再開した『能之留帳』文禄五年（十月に慶長に改元）正月

十六日条には「法印所ニて　夜能　有人所望也」の記述がある。「有人」は『能之留帳』

の他の箇所では見いだせず、『童舞抄』奥書の「ある人」と同じく、書くことをはばか

られて｢有人｣と書いた可能性がある。

注意したいのはこの日の演目で、「《鵜羽》法印（少進をさす）、《兼平》同、《芭蕉》

同、《通小町》三郎四郎、《吉野静》同（三郎四郎のこと）、《女郎花》法印」と書かれて

いる。このなかで少進が舞った《鵜羽》《兼平》《芭蕉》は、さきほど述べた『童舞抄』

所載曲中、秀次は舞ったことがあるが少進は秀次の前で舞っていなかった七曲のうち

に入っている。その《鵜羽》《兼平》《芭蕉》の三曲を、少進がこの日に舞ったというこ

とはなにを意味するのか。

この正月十六日は、秀次の命日七月十五日より半年と一日後である。またこの日は

わざわざ「夜能」と書かれているが、この日の客は書かれておらず、いっしょに舞っ

たのは従来からよく共演している春日三郎四郎だけである。

以上から、少進は秀次の命日の半年と一日後の夜、秀次の前でも舞ったことのある

春日三郎四郎と共に、ひっそりと秀次を偲んで上記の番組を演じたとの推測も可能で

はないだろうか。あるいはこの世にはいない「有人」、すなわち秀次が生前に「所望」

していた番組であった可能性も考えてもよいかと思う。

さて、『童舞抄』識語の年記「慶長元年居諸」は、始めに述べたように、慶長元年の

某日*28という意味である。何月何日とは特定していないが、文禄五年（一五九六）は

十月二十七日に改元されて慶長になったのであるから、慶長元年の十月末から十二月

に書かれたものであろう。秀次が亡くなってから一年余りでこの識語が書かれたこと

になる。

秀次は失脚の一か月半前まで能を舞った記録がある。自身が失脚するとは予測でき

なかったであろうから、少進が秀次の生前に所望されて『童舞抄』を書き始め、それ

が秀次没後に完成したとしても不思議ではない。

なお秀次没後『童舞抄』の相伝を受けた武将らの起請文が下間少進家の史料として

残されている。*29『童舞抄』という書名を明記した最初の起請文が徳川家康四男松平忠

吉〔天正八（一五八〇）― 慶長十二年（一六〇七）〕*30からのものであることも示唆的

である。起請文の年号は慶長九年（一六〇四）であるが、少進は執筆から八年たって

はじめて、秀次にかわって『童舞抄』を相伝するにふさわしい身分の弟子を見出した

と言えるのではないだろうか。

第四節（2）  『謡抄』と『童舞抄』

ここで、秀次が公家の山科言経らに編纂を命じた『謡抄』についても、少進の伝

書との関連を考えてみる必要があるだろう。山科言経〔天文十二（一五四三）― 慶長

*28 本来「居諸」は月日という意味であるが、故実書など
の年記には「永正九年夏居諸」など「ある日」「某日」
ととれる用例がある。

*29 野上記念法政大学能楽研究所蔵。翻刻は『下間少進
集』（三）「起請文帖」になされている。

*30 『能之留帳』によれば、少進が忠吉の居城である清須
で最初に演能したのが慶長七年（一六〇二）、以降少
進は忠吉の死の前年の慶長十一年まで毎年清須に下
り、忠吉と共に能を演じている。
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*31 『言経卿記』（東京大学史料編纂所）
*32 『言経卿記』（六）p245

*33 『伊藤正義中世文華論集』（二）「『謡抄』考」p212
*34 『伊藤正義中世文華論集』（二）「『謡抄』考」p228

十六年（一六一一）〕は本願寺顕如の次男興正寺佐超と妻同士が姉妹のため、勅勘を

蒙ったおりに本願寺を頼り大坂に下っている。それ以降下間少進やその母スミともし

ばしば交渉をもった。*31

文禄四年（一五九五）三月二十四日、このときすでに京にもどっていた山科言経は、

秀次に「謡之本百番注、旁へ可仕之由」命じられている。『謡抄』編纂の始まりである。

その編纂事業は相国寺保長老（有節周保）はじめ五山の僧、歌道者、道の専門家を集

めて始められ、言経はそのとりまとめをまかされている。*32注の対象は百二曲であっ

たようで*33それは順次清書され、秀次のもとにも献上されたが、文禄四年七月の秀

次の失脚によって編纂作業は中断してしまった。その後『謡抄』は再編され、慶長期

後半には古活字本にて出版されるなど、*34江戸期を通じて版を重ねる謡の注釈書とな

る。

『謡抄』は複数の人物による共同執筆であったところから、成立事情がある程度明

らかになっているが、『童舞抄』に関しては少進一人の執筆であったため、成立状況

が詳らかではない。しかし『謡抄』の場合と重ねあわせてみると、『童舞抄』も同様に

秀次の所望で編まれ、秀次没後に完成された可能性がみえてくる。

むすび

以上考察してきたように、いつの時点かは判明しないが、天正二十年（文禄元年）

以後秀次に能を教えている過程で、少進は秀次からまとまった能型付の編纂を所望さ

れたのではないだろうか。

『童舞抄』識語の「ある人の所望」という実名をぼかした表現から、慶長元年の成立

時点では、所望者である「ある人」の名前を書くことを憚られたことが推測できる。

それは同年正月十六日の能の所望者を「有人」と書くのと同じ理由かと思われる。ま

た、この書の豪華な装釘から、所望者の身分の高さが推測できよう。なによりも本書

は少進の手元に残って子孫に伝えられている。結局は「ある人」に手渡すことができ

なかったという事情からそうなったのであろう。その事情とは、所望者である秀次の

急死と考えてよいのではないだろうか。

周知のごとく、秀次切腹後に秀次周辺の人物に加えられた粛正は厳しいものであっ

た。秀次の妻子の斬首、家臣の切腹をはじめ、秀次と関係の深かった医師の曲直瀬玄

朔や連歌師の里村紹巴らも都からの追放、蟄居などの処分を受けている。

少進の『能之留帳』の記録を見ると、文禄四年の記録は五月二十四日で終わってい

る。秀次と親しかった少進は秀次の失脚直後は表立った能の上演はひかえていたと思

われる。しかし少進が秀吉から難詰されたなどの記録はない。

前述のとおり秀次没後半年の文禄五年（慶長元年）一月より少進は再び本願寺を中

心に能上演を行う。翌慶長二年五月には大坂の毛利邸で、また三月には安芸広島に出

向いて毛利輝元のもとで能を舞う。さらに慶長三年には宇喜多秀家の居所でさかんに
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能を舞い、慶長四年には秀吉の家臣たちや、秀吉正室の北政所の前での上演、慶長五

年には二度目の禁中での上演も行っている。

慶長七年からは尾州清須に赴き、徳川家康四男松平忠吉のもとで能を演じている。

忠吉は慶長九年付で少進に起請文を提出、『童舞抄』を相伝されている。そのあとも

龍造寺信重、池田備後（重信）、秋田城介（実季）らが続々と起請文を提出、少進は彼

らに『童舞抄』を相伝する。少進没後には『童舞抄』は版本としても世に広まることに

なる*35

その『童舞抄』執筆の契機が秀次の所望であったことは、これまで述べたように、

かなりの蓋然性をもって考えられるのである。

秀次の所望によって成立したことがあきらかな『謡抄』が、江戸期の謡文化の発展

に寄与したのと同じように、『童舞抄』も版本として流通したことで、能の専従者や

武将によるいわば閉ざされた能愛好から、庶民のあいだへも広がった、教養としての

能文化の一助になったと考えられる。本稿ではその執筆契機を検証し、あきらかにす

ることができた。
（おかだ・とき／大阪大学大学院、演劇）
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